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第４学年 

 

音楽科学習指導案 

音階をもとに音楽をつくろう 

         日 時：令和３年１０月１日（金）第５校時 

          指導者：森川 美保 

           児 童：第４学年１組 ３３名 

１ 題材について 

【題材の目標】    

〇 音やフレーズのつなげ方の特徴について，それらが生み出す 
よさや面白さなどと関わらせて気付くとともに，思いや意図に 
合った表現をするために必要な，旋律やリズムなどを工夫して， 
音楽をつくる技能を身に付けて音楽をつくることができる。 

〇 音階，旋律，リズム，反復，変化を聴き取り，それらの働き 
が生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取りながら，聴き取っ 
たことと感じ取ったこととの関わりについて考え，音を音楽へ 
と構成することを通して，どのようにまとまりを意識した音楽 
をつくるかについて思いや意図をもつ。 

〇 音階を基にして音楽をつくることに興味・関心をもち，音 
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に音楽づくりに取り組 
み，日本の旋律に親しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【題材について】 

 本題材では，都節音階，民謡音階，沖縄の音階
を基にした音楽づくりを通して，我が国の音楽の
旋律がもつ様々な魅力を感じ取りながら，どのよ
うにまとまりのある音楽をつくるかについて思い
や意図をもつことをねらっている。 
音楽づくりのもとにする都節音階，民謡音階，

沖縄の音階はどれも五音音階であり，調性のある
音階に比べ，児童が旋律づくりに取り組みやすい。
音の組合せやリズムを工夫することによっていろ
いろな旋律をつくったり，自分のつくったふしを
友達とつなげてまとまりのある音楽にすること
で，三つの音階の響きの特徴について，それらの
生み出すよさや面白さなどに気付くとともに，音
楽の仕組みを用いて旋律をつくる技能を身に付け
ることができると考える。 
本題材を通して，児童が思いや意図をもってつ

くりたい音楽を表現することができるよう，主体
的に試行錯誤し協働的に音楽づくりに取り組む態
度を育てていきたい。 

【児童の実態】 

本学級は，打楽器や手拍子での即興的なリズムパ
ターンづくりや卓上木琴での旋律づくりなどの音楽
づくりの活動に，意欲的に取り組む児童が多い。 

 第３学年前期の「ソラシでリレー」では，リコー
ダーでシラソの３音を四分音符のリズムでつなげ，
即興的に表現する学習を経験した。「雪のおどり」
では，レミファソラレの５音を基に，四分音符のリ
ズムで即興的に４小節の旋律をつくり，卓上グロッ
ケンなどで演奏を楽しむ学習を経験した。 

設定した条件に基づいて，即興的に音楽をつくる
よさや面白さを感じ取り，音を音楽にしていくこと
の発想を得ることができた。 
第４学年前期の「音の動き方を生かしてせんりつ

をつくろう」では，各自で旋律をつくり，音の動き
方や最後の音を意識しながら，演奏する順番やリズ
ムを工夫する音楽づくりの学習を経験した。しかし，
思いや意図に合うように音楽の仕組みを生かして表
現を工夫する児童はまだ少ない。また，グループで
まとまりを意識した音楽づくりをする経験は，本題
材が初めてである。 

【指導に当たって】 

〇 主体的に学ぶための工夫 

・ 旋律楽器の演奏に十分慣れていない児童が，意欲的に旋律づくりに取り組めるように，導入時には，

必要な音盤だけを用いる卓上木琴や卓上グロッケンを活用する。 

・ 自分たちの思いや意図を共有しながら音楽づくりができるように，各グループにホワイトボードを

用意し，視覚的に確認したり容易に書き直したりできる学習環境をつくる。 

〇 音楽づくりの発想の手助け 

・ まとまりのある音楽の構造に気付くことができるように，既習曲の中で「続く感じの旋律」と「終

わる感じの旋律」との違いを感じ取ったり，リズムや旋律などが反復する仕組みを見付けたりする。 

・ つくろうとする音楽のイメージをもちやすくするために，児童が実際の音を聴いて，音楽を特徴付

けている要素の工夫が，思いや意図に合った表現につながるかを確認する場を設定する。 

〇 学びを深める場の設定の工夫 

・ つくった音楽をよりよいものにするために，ペアやグループ，全体で聴き合い，音楽の工夫のよさ

を伝え合ったり，アドバイスし合ったりして交流する場を設定する。 

【教材】 

「さくらさくら」（都節音階）「ソーラン節」（民謡音階）  

「沖永良部の子もり歌」（沖縄の音階） 

〔指導事項との関連〕 

A表現（３） 

音楽づくりア（イ） 

イ（イ） 

ウ（イ） 

 

〔児童の思考・判断のよりどこ 

ろとなる音楽を形づくってい

る要素〕 

ア 音階 旋律 リズム 

イ 反復 変化 
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２ 題材の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①知 音やフレーズのつなげ方の
特徴について，それらが生み
出すよさや面白さなどと関わ
らせて気付いている。 
 

②技 思いや意図に合った表現を
するために必要な，旋律やリ
ズムなどを工夫して，音楽を
つくる技能を身に付けて音楽
をつくっている。 

思① 音階，旋律，リズム，反復，
変化を聴き取り，それらの働
きが生み出すよさや面白さ，
美しさを感じ取りながら，聴
き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え，
音を音楽へと構成することを
通して，どのようにまとまり
を意識した音楽をつくるかに
ついて思いや意図をもってい
る。 

態① 音階をもとにして音楽をつ
くることに興味・関心をもち，
音楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に音楽づくりの学
習活動に取り組もうとしてい
る。 

 
 
３ 指導と評価の計画（５時間）            丸数字・・・全員の学習状況を記録に残す場面 

時 ◎ねらい ○学習内容 ・学習活動 知・技 思 態 

第一次 ◎ 音階の響きを聴き比べたり，旋律をつくったりする活動を通して，三つの音階の響きの特徴
について，それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて気付く。 

第
１
時 

〇 都節音階，民謡音階，沖縄の音階の響きの特徴について知り，それらの生み

出すよさや面白さなどを感じ取る。 

・ 三つの音階の響きを聴き比べ，感じたことを交流する。 

・ 一人一つ音階を選び２小節の旋律をつくり，音階ごとに卓上グロッケンでリ 

レーをしたものを聴き比べ，音階ごとの雰囲気の違いを感じ取る。 

・ 三つの音階の響きの違いや特徴についてワークシートにまとめ，気付いたこ 
とを伝え合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

第
２
時 

〇 選んだ音階の音を使って，一人２小節の旋律をつくる。 

・ つくりたい音楽の感じを意識しながら，旋律をつくる。 

・ できた旋律を試奏して，互いに聴き合う。 

〇 つくった旋律を４人でつなげて，音楽をつくる。 

・ 「続く感じの旋律」と「終わる感じの旋律」を意識して，実際に音を出しな

がら，つなぎ方を考える。 

・ つないだ旋律をグループごとに聴き合う。 

・ 自分たちがつくりたい音楽の感じに合う楽器を選ぶ。 

・ 気付いたことをワークシートに書いて，活動を振り返る。 

  

 
 
 
 

 

 

第二次 ◎ 思いや意図に合った表現にするために，反復と変化を用いてリズムや終わり方を工夫し，全 
     体のまとまりを意識して音楽をつくる。 

第
３
時 

〇 思いや意図に合った表現になるように,リズムパターンを選んで音楽をつくる。 

・   ，   ，   ，  のいずれかのリズムパターンを反復，変化さ

せて音楽をつくる。 

 ・ つくった音楽を互いに聴き合い，工夫を共有する。 

  
 
 
 
 

 

第
４
時
（
本
時
） 

〇 思いや意図に合った表現になるように，全体のまとまりを考えながら終わり

方を工夫する。 

・ 選んだ音階の中心音を使ったり，つくった旋律を反復，変化させたりして，

終わり方を工夫する。 

・ つくった音楽をペアグループや全体で聴き合い工夫のよさを伝え合う。 

・ 気付いたことをワークシートに書いて，活動を振り返る。 

   

第
５
時 

〇 つくった音楽をグループごとに発表する。 

・ つくった音楽を発表し合い，表現のよさを伝え合う。 

・ 音楽づくりで学習したことについて，ワークシートに記述したり，発表した 

りする。 

   

 

①   知

  

②   技 

① 
 

 
 

① 
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４ 本時の目標（４／５時間） 

☆ 「〇〇な感じの音楽」によりふさわしい表現になるよう，音階，旋律，リズム，反復，変化を工夫し，

まとまりを意識した音楽をつくることについて思いや意図をもつ。 

 

５ 授業の視点 

 ○ グループで終わり方を工夫する活動やペアグループで聴き合う活動は，学びを深める場として有効で

あったか。 

 ○ どのように音楽の終わり方を工夫するか児童が思いや意図をもつ上で，教師の発問，言葉掛け，授業

の展開は有効であったか。 

 

６ 本時の展開（４／５時間） 

学習活動 
教師の働きかけ(指示・説明・発問) 

予想される児童の姿（・） 

教師の支援（○） 

個への支援（※） 
評価（☆） 
（評価方法） 

１ 前時の学習を
振り返る。 

 
 
 
 
 
 
２ 本時のめあて
を確認する。 

 
 
 
 
３ 終わり方の
工夫について
知り，グループ
で音楽をつく
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 他のグループ
の工夫を全体で
共有し，全体の
まとまりを意識
して，工夫した
り練習したりす
る。 

 
 
 
 
 
 

 前時につくった音楽を思い出し
ましょう。 

 ・ 選んだ音階やリズムパターンの反

復，変化の違いによって感じが異な

る音楽 

  （例）元気な感じの音楽 

やさしい感じの音楽 

 

自分たちの思いに合う音楽にな
るように，終わり方を工夫しましょ
う。 

 
 

 
 終わり方によって，どのように感
じが違いますか。 
 

 
 
 
 
 
・ 音を伸ばすと，やさしい感じ。 

・ 細かいリズムにすると楽しい感じ。 

 
 繰り返し演奏して音で確かめな
がら，グループで音楽をつくりまし
ょう。 
 
他のグループの終わり方を聴い

ていいなと思う工夫を見付けまし
ょう。 
・ 例示した工夫を取り入れたグルー

プの音楽 

・ 例示以外の独自の工夫を取り入れ

たグループの音楽 

 

旋律と旋律のつながりを意識し
て，さらに工夫を加えながら，始め
から通して演奏できるように練習
し，グループの音楽を完成させまし
ょう。 

〇 リズムパターンから受け
た感じを児童の言葉でまと
めたものを掲示する。 

 
〇 意欲的に音楽づくりに取
り組めるような雰囲気づく
りをする。 

 
 
  
 
 
 
 
〇 終わり方の工夫や感じの
違いを具体的にイメージで
きるように，音と言葉を例
示する。  

〇 机間指導しながら，児童
の工夫や困り感を見取り，
助言する。 

〇 主体的・協働的に取り組
んでいる児童をほめ，音楽
づくりを楽しむ雰囲気を高
める。 

※ 演奏技能が十分でない児 
童には，つまずきに対して
助言・支援を行う。 

 
○ グループの終わり方の工  
夫のよさを明確にし，価値
付ける。 

〇 自分たちの表したい音楽
になるよう，他のグループ
の工夫を参考にしてもよい
ことを伝える。 

 
〇 全体のまとまりを意識し
て完成させるために，旋律
と旋律のつながりも意識し
て演奏するよう促す。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

☆ 音階，旋律，リズム，

反復，変化を聴き取

り，それらの働きが生

み出すよさや面白さ，

美しさを感じ取りな

がら，聴き取ったこと

と感じ取ったことと

の関わりについて考

え，音を音楽へと構成

することを通して，ど

のようにまとまりを

意識した音楽をつく

「○○な感じの音楽」に合う終わり方を工夫しよう。 

【終わり方の工夫】 

・中心音をのばして終わる。 

・中心音を使って，終わりの旋律を

つくる。 

・４人目の旋律をくり返す。 
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５ ペアグループ
でつくった音楽
を聴き合い，意
見交流をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
６ 学習を振り
返る。 

 
 
 
 
 
 
 

ペアグループでつくった音楽を
聴き合い，よいところを伝え合いま
しょう。 
・ 私たちは，お祭りの感じになるよ

うに，タッカのリズムをたくさん使

うように工夫しました。 

・ はずんだリズムでつくられていて，

お祭りの感じが表れていました。全

員で一斉に最後の音を鳴らす終わり

方は，まとまりがあっていいなと思

いました。 

 

「○○な感じの音楽」に合うよう
に終わり方を工夫して，思ったこと
や気付いたことを書きましょう。 
・ 「○○な感じの音楽」に合う終わ

り方を工夫することができた。 

・ グループのみんなで考えて，まと

まりのある音楽を完成させることが

できて，楽しかった。 

 

○ 互いの音楽のよいところ
を伝え合うことができるよ
うに，発表の仕方と聴き方 
のきまりを掲示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 ワークシートに書く思い
や気付きは簡潔にまとめる
よう言葉掛けをする。 

〇 早く書き終えた児童に
は，近くの友達と思いや気
付きを伝え合うよう促す。 

 
〇 学習のまとめとして，ま
とまりのある音楽にするた
めには，終わり方を工夫し，
全体のつながりを意識して
演奏することが大切である
ことを話す。 

るかについて思いや

意図をもっている。 

（演奏聴取・行動観察

・発言内容・ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 板書計画 

音階をもとにして音楽をつくろう    めあて 「〇〇な感じの音楽」に合う終わり方を工夫しよう。 

 

（例）  （例）   

グループ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

音階 都節 民よう       

○○な感じ 静かな お祭り       

終わり方 

の工夫 
のばす 

せんりつ

をつくる 
      

 

              

             

 ふりかえり 終わり方を工夫すると、もっと「○○な音楽」になる。 

まとまりのある音楽になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ・ミミミーのリズム 

みんなで  

 

高いミの音 

弱い音 

 

〈手順〉 

１めあて 

２音楽づくり① 

３聴き合う（全体） 
４音楽づくり② 

５聴き合う（ペア） 
６ふり返り 

〈終わり方の工夫〉 

・中心音をのばして終わる。 

・中心音を使って，終わりの 

せんりつをつくる。 

・４人目のせんりつをくり返す。 

 

都節音階 

民よう音階 

沖縄の音階 


